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国土交通省四国地方整備局 



事業再評価に係る資料 
事業名 一般国道 32 号 綾南

りょうなん

・綾歌
あやうた

・満濃
まんのう

バイパス 事業種別 一般国道 

起終点 自：香川県
かがわけん

高松
たかまつ

市西山崎町
しにしやまさきちょう

 

至：香川県仲
かがわけんなか

多度郡
た ど ぐ ん

まんのう町
ちょう

十郷
そ ご う

延 長 

供用済 

21.7 ㎞ 

19.2 ㎞ 

事業化 昭和 47、48、63 年度 都市計画決定 昭和 57 年度（S59.H4 年度変更）

用地着手 昭和 50 年度 工事着手 昭和 53 年度 

事
業
の
概
要 

全体事業費 
665 億円 
(うち用地費：234 億円) 

計画交通量 14,900～40,200 台／日 

事
業
の
目
的 

一般国道 32 号は、高松市を起点に、綾川町、丸亀市綾歌町、琴平町、まんのう町

を経由して高知市に至る延長 L=138.5km の主要幹線道路である。過去、沿道地域は主

に住宅地として発展してきたが、近年は、商業・工業施設などの進出も見られる。 

綾南・綾歌・満濃バイパスは、沿道地域の生活環境を改善させ、さらに交通流の円滑化

と交通安全の確保、都市間及び空港、港湾のアクセス性の向上などにより地域の文化・経

済・産業の発展に貢献する主要幹線道路としての機能向上を目的として計画されたもので

ある。 
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＜位置図＞ 

＜拡大図＞ 

綾 川 町 

綾南・綾歌・満濃バイパス 

まんのう町 琴 平 町 

4 車線供用 

丸亀市綾歌町 

未供用
4 車線

供用

2 車線暫定供用

供用区間 
未供用区間 

凡例 

起
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松
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ま
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市し
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山
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き
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ょ
う

(再評価箇所) 

(再評価箇所) 
暫定供用区間 

高速道路 
直轄国道 
国道 
旧道 
ＪＲ 

琴電 

終
点 

仲
多
度
郡

な
か
た
ど
ぐ
ん

ま
ん
の
う
町
十
郷

ち
ょ
う
そ
ご
う



●事業の進捗状況 
執行済み額（全体） 

（平成 18 年度末） 

事業費  ：587 億円（進捗率 88％） 

うち用地費：222 億円（進捗率 95％） 

事
業
の
進
捗

執行済み額（未整備区間） 

（平成 18 年度末） 

事業費  ：31 億円（進捗率 40％） 

うち用地費：22 億円（進捗率 65％） 
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平成2年度 平成10年度 昭和53年度工事着手

昭和63年度 平成4年度 昭和50年度用地着手

─ 平成14年10月 昭和60年3月都市計画変更

昭和59年4月 平成4年1月 昭和57年3月都市計画決定

昭和48年度 昭和63年度 昭和47年度事業化

満濃工区 綾歌工区 綾南工区工区名
項目

平成2年度 平成10年度 昭和53年度工事着手

昭和63年度 平成4年度 昭和50年度用地着手

─ 平成14年10月 昭和60年3月都市計画変更

昭和59年4月 平成4年1月 昭和57年3月都市計画決定

昭和48年度 昭和63年度 昭和47年度事業化

満濃工区 綾歌工区 綾南工区工区名
項目

⑤ ④ ③ ② ① 

区間 まんのう町四条 

～まんのう町十郷 

丸亀市綾歌町岡田上

～まんのう町四条

丸亀市綾歌町岡田東 

～丸亀市綾歌町岡田上

綾川町小野 

～丸亀市綾歌町岡

田東 

高松市西山崎町

～綾川町小野

区間延長 2.5km 2.1km 2.5km 3.5km 11.1km 

丸亀市綾歌町岡田東 

～岡田下 

(改良工事)
現状 

完成供用済 

（4 車線） 

暫定供用 

（2 車線） 丸亀市綾歌町岡田下 

～岡田上 

(橋梁改良工事)

完成供用済 

（4 車線） 

完成供用済 

（4 車線） 

用地買収状況 取得済 取得済 取得済 取得済 取得済 

今後の見通し － － 
H19 0.8km 暫定供用予定

H21 1.7km 暫定供用予定
－ － 

 

綾綾南南・・綾綾歌歌・・満満濃濃ババイイパパスス  LL==2211..77kkmm  

満濃工区 
L=4.6km 

綾綾南南工工区区  LL==1111..11kkmm  綾綾歌歌工工区区  LL==66..00kkmm  

終
点 

仲
多
度
郡

起
点 

高

松

な
か
た
ど
ぐ
ん
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つ
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ま
ん
の
う
町
十
郷

西に

し

山

崎

や

ま

さ

き

町

ち
ょ
う

ち
ょ
う

そ
ご
う 凡例 

供用区間 
未供用区間 

暫定供用区間 

高速道路 
直轄国道 
国道 
旧道 
ＪＲ 

琴電 

(再評価箇所) 

(再評価箇所) 
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○客観的評価指標 
 指 標 備 考 

事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている 
事業全体：費用便益比：B/C=2.4 

残 事 業：費用便益比：B/C=4.3 

□ ルート確定済  
事業実施環境 

（新規事業採択時） 
□ 円滑な事業執行の環境が整っている  

事業実施環境 

（新規着工準備採択時） 
□ 

都市計画手続等、環境影響評価の手続等の着手に必要な

調査が完了している 
 

 
政策目標 

大項目 中項目 
指 標 備 考 

■ 現道等の年間渋滞損失時間(人･時間)及び削減率 

・現況 305.1 千人・時間/年 

・削減時間 127.8 千人・時間/年 

・削減率 41.9％ 

□
現道等における混雑時旅行速度が 20km/h 未満である区間

の旅行速度の改善が期待される 
― 

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が 10,000 台

時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待される
― 

■
現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待でき

るバス路線が存在する 
コミュニテイバス(新規路線開設) 

■
新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込ま

れる 

綾川町～JR 琴平駅(土讃線) 

・16 分→15 分（1 分短縮） 

円滑な 

モビリティの 

確保 

■
第一種空港，第二種空港，第三種空港もしくは共用飛行場

へのアクセス向上が見込まれる 

琴平町、まんのう町～高松空港 

・53 分→52 分（1 分短縮） 

■
重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込

まれる 

琴平町、まんのう町～高松港 

・48 分→47 分（1 分短縮） 

■
農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通

の利便性向上が見込まれる 

琴平町、まんのう町 

にんにく、レタス、なばな 

物流効率化の 

支援 

□
現道等における、総重量 25ｔの車両もしくは ISO 規格背高

海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する 
― 

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である ― 

□
広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成

する 
― 

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり ― 

□ 中心市街地内で行う事業である ― 

□
幹線都市計画道路網密度が 1.5km/km2以下である市街地内

での事業である 
― 

□
DID 区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画

道路網密度が向上する 
― 

1.活力 

都市の再生 

□

対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発（300 戸以上

又は 16ha 以上、大都市においては 100 戸以上又は 5ha 以

上）への連絡道路となる 

― 
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政策目標 

大項目 中項目 

指 標 備 考 

□
高速自動車国道と並行する自専道（A’路線）の位置づけ

あり 
― 

□ 地域高規格道路の位置づけあり ― 

□

当該道路が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡す

るルートを構成する（A’路線としての位置づけがある場

合） 

― 

□
当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で

連絡する路線を構成する 
― 

□ 現道等における交通不能区間を解消する － 

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する ― 

国土・地域ネ

ットワークの

構築 

■ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 
琴平町、まんのう町～高松市 

・48 分→47 分（1 分短縮） 

□
鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を

解消する 
― 

□
拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イ

ベントを支援する 
― 

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

金刀比羅宮 

国営讃岐まんのう公園 

ニューレオマワールド 

1.活力 

個性ある 

地域の形成 

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である ― 

□

自転車交通量が 500 台/日以上、自動車交通量が 1,000 台

/12h 以上、歩行者交通量が 500 人/日以上の全てに該当す

る区間において、自転車利用空間を整備することにより、

当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が

期待できる 

― 
歩行者・自転

車のための生

活空間の形成 

□
交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定

経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される 
― 

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけあり ― 
無電柱化によ

る美しい町並

みの形成 
□

市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重

要伝統的建造物保存地区）等の幹線道路において新たに無

電柱化を達成する 

― 

2.暮ら

し 

安全で 

安心できる 

くらしの確保 

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

琴平町、まんのう町～県立中央病院

・48 分→47 分（1 分短縮） 

琴平町、まんのう町～香川大学医学

部附属病院 

・73 分→72 分（1 分短縮） 

□

現道等に死傷事故率が 500 件/億台キロ以上である区間が

存在する場合において、交通量の減少，歩道の設置又は線

形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期

待できる 

― 

 

3.安全 

安全な生活環

境の確保 

□

当該区間の自動車交通量が 1,000 台/12h 以上（当該区間

が通学路である場合は 500 台/12h 以上）かつ歩行者交通

量 100 人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童，

園児が 40 人/日以上）の場合、又は歩行者交通量 500 人/

日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道

が設置される 

― 

 



政策目標 

中項目 
指 標 備 考 

大項目 

近隣市へのルートが 1つしかなく、災害による１～２箇所の

道路寸断で孤立化する集落を解消する 
― □

対象区間が、都道府県地域防災計画，緊急輸送道路ネットワ

ーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、

又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以

下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり 

第一次輸送確保路線に指定されてい

る 
■

緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いら

れる区間の代替路線を形成する 
― □

並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A’

路線としての位置づけがある場合） 
― □

□
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の

必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消される 
― 

3.安全 

災害への備え 

□
現道等の事前通行規制区間，特殊通行規制区間又は冬期交通

障害区間を解消する 
― 

地球環境の 
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保全 
■ 対象道路の整備により削減される自動車からのCO２排出量 CO２排出削減量：4300ｔ/年 0.4%削減

4.環境 

■ 現道等における自動車からのNO２排出削減率 排出削減量：29.9ｔ/年 40％削減 

■ 現道等における自動車からの SPM 排出削減率 排出削減量：2.8ｔ/年 39％削減 

□
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間に

ついて、新たに要請限度を下回る事が期待される区間がある
― 

生活環境の 

改善・保全 

□ その他、環境や景観上の効果が期待される ― 

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり ― 

他のプロジェ

クトとの関係 

5.その

他 

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている ― 

その他 □
その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さ

ない効果が期待される 
― 



◇事業の効果や必要性を評価するための指標当該項目  

■活力－円滑なモビリティの確保 

・渋滞損失削減時間        ：127.8 千人・時間/年 

・渋滞損失削減率      ：41.9％ 

・一般国道 32 号を利用するコミュニテイバスの所要時間短縮および増便により利便性が向上 

・綾川町から特急停車駅(JR 土讃線琴平駅)へのアクセス向上 

・高松空港（第２種Ａ級）へのアクセス向上 

■活力－物流効率化の支援 

・高松港（重要港湾）へのアクセス向上 
・農産品の流通の利便性が向上 

■活力－国土・地域ネットワークの構築 

・琴平町、まんのう町から県庁所在地であり、香川の中心都市である高松市へのアクセス向上 

■活力－個性ある地域の形成 

・金刀比羅宮、国営讃岐まんのう公園、ニューレオマワールドなどの香川の主要観光地へのアクセス向

上 

■暮らし－安全で安心できるくらしの確保 

・琴平町、まんのう町から三次医療施設（県立中央病院、香川医大病院）へのアクセス向上 

■安全－災害への備え 
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・香川県地域防災計画において、一般国道 32 号は第一次輸送確保路線に指定されている。 

■環境－地球環境の保全 

・CO２（二酸化炭素）排出量が削減 

・CO２（二酸化炭素）排出量削減量：4,300ｔ／年  削減率：0.4％ 

■環境－生活環境の改善・保全 

・NO２（二酸化窒素）、SPM（浮遊粒子状物質）排出量が削減 

・NO２（二酸化窒素）排出量削減量：29.9ｔ／年   削減率：40％ 

・SPM（浮遊粒子状物質）排出量削減量：2.8ｔ／年 削減率：39％ 

 

○事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等  

事

業

を

巡

る

社

会

情

勢

等

の

変

化 

■広域交通網 

・平成 16 年 3 月、国道 11 号高松東道路・高松市前田東～高松市檀紙町間 6車線供用開始 

 

■市町村合併（香川県における市町村合併の経緯） 

・ さぬき市  H14.4.1 津田町・大川町・志度町・寒川町・長尾町  

・ 東かがわ市 H15.4.1 引田町・白鳥町・大内町  

・ 丸亀市   H17.3.22 丸亀市・綾歌町・飯山町  

・ 高松市   H17.9.26 高松市・塩江町  

・ 観音寺市  H17.10.11 観音寺市・大野原町・豊浜町  

・ 三豊市   H18.1.1 高瀬町･山本町･三野町･豊中町･詫間町･仁尾町･財田町  

・ 高松市   H18.1.10 高松市･牟礼町･庵治町･香川町･香南町･国分寺町  

・ まんのう町 H18.3.20 琴南町・満濃町・仲南町  

・ 小豆島町  H18.3.21 内海町・池田町  

・ 綾川町   H18.3.21 綾上町・綾南町 

  

   ※太字は、沿道市町村 

 

■観光施設の開園（H13 閉鎖） 

 ・H13 閉鎖のレオマワールドを H16.4 にリニューアルオープン 

■大規模小売店の出店 

・綾南・綾歌・満濃バイパス沿道（綾歌郡綾川町萱原）に大型ショッピングセンター 

（延べ床面積 117,000 ㎡）が出店を予定 



○事業全体の投資効率性（基準年：平成 19 年度，供用形態別に 40 年間で算出） 

 費用便益費：B/C＝2.4 

  総費用（Ｃ）：960 億円（事業費及び維持管理費） 

  総便益（Ｂ）：2289 億円 
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 経済的純現在価値（ＥＮＰＶ）：1329 億円 

 経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）：9.4％ 

事
業
の
投
資
効
果 

○残事業の投資効率性（基準年：平成 19 年度，供用形態別に 40 年間で算出） 

 費用便益費：B/C＝4.3 

  総費用（Ｃ）：55 億円（事業費及び維持管理費） 

  総便益（Ｂ）：234 億円 

 経済的純現在価値（ＥＮＰＶ）：180 億円 

 経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）：140.0％ 

◎コスト縮減及び周辺環境対策 
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
等 

  プレキャスト・アーチカルバート工法（テクスパン工法）採用により、工事期間の短縮

による工事コストの縮減を図っている。 

   

○事業の推進にあたっては、周辺の自治体等から整備促進の陳情や積極的な 
地
方
公
共
団
体
の
意
見 

事業促進要望が出されている。 

・国道高松琴平豊浜間整備促進期成同盟会 

構成市町村 

（高松市、観音寺市、豊浜町、大野原町、高瀬町、山本町、財田町、仲南町、琴平町 

、満濃町、綾歌町、綾上町、綾南町、国分寺町（昭和 47 年当時） 

○丸亀市(旧綾歌町)より一般国道 32 号整備促進の要望有り 

 

事務局案 事業継続 
（理由） 

① 本事業は、綾川町（旧綾南町）、丸亀市（旧綾歌町）、まんのう町における交通混雑の

解消と、交通安全の確保を図るものである。 対 

応 

方 

針 

② 一般国道 32 号は、四国内の重要な流通経路となっており、四国全域の発展のために必

要な事業である。 

③ 本事業の沿道地域には金刀比羅宮、国営讃岐まんのう公園といった観光資源をかかえて

おり、これらの観光地へのアクセス性を向上させ、香川県の観光産業の活性化を支援す

るものである。 

・以上により、引き続き事業を推進し早期全線供用を目指すことが必要である。 

 



資料－７（参考資料）

一般国道 32 号 綾南・綾歌・満濃バイパス 
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１．事業概要 

1－1．事業の目的 

一般国道 32 号は、高松市を起点に、綾川町、丸亀市綾歌町、琴平町、まんのう町を

経由して高知市に至る延長 L=138.5km の主要幹線道路である。過去、沿道地域は主に住

宅地として発展してきたが、近年は、商業・工業施設などの進出も見られる。 

綾南・綾歌・満濃バイパスは、沿道地域の生活環境を改善させ、さらに交通流の円滑

化と交通安全の確保、都市間及び空港、港湾のアクセス性の向上などにより地域の文

化・経済・産業の発展に貢献する主要幹線道路としての機能向上を目的として計画され

たものである。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 綾南・綾歌・満濃バイパス事業位置図 】 
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1－2．事業計画諸元 

・ 事  業  名：一般国道 32 号 綾南
りょうなん

・綾歌
あやうた

・満濃
まんのう

バイパス 

・ 計 画 区 間：香川県
かがわけん

高松
たかまつ

市西山崎町
しにしやまさきちょう

～香川県仲
かがわけんなか

多度郡
た ど ぐ ん

まんのう町十郷
ちょうそごう

 

・ 計 画 延 長：Ｌ＝21.7 ㎞ 

・ 構 造 規 格：第 3種第 1級、第 3種第 2級 

・ 車 線 数：4車線 

・ 計 画 幅 員：Ｗ＝24.0m,25.0 m 

 

 満濃工区 綾歌工区 綾南工区 

起点 丸亀市
ま る が め し

綾歌町
あやうたちょう

岡田上
お か だ か み

丸亀
まるがめ

市綾歌
し あ や う た

町栗
ちょうくり

熊東
くまひがし

高松
たかまつ

市西山崎町
しにしやまさきちょう

終点 仲多度郡
な か だ ど ぐ ん

まんのう町十郷
ちょうそごう

丸亀市
ま る が め し

綾歌町
あやうたちょう

岡田上
お か だ か み

綾歌
あやうた

郡綾川町
ぐんあやがわちょう

小野
お の

延長 4.6㎞ 6.0㎞ 11.1㎞ 

道路規格 第3種第1級 第3種第2級 第3種第1級 

車線数 4車線 4車線 4車線 
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２．事業の主な経緯と進捗状況 

平成2年度 平成10年度 昭和53年度工事着手

昭和63年度 平成4年度 昭和50年度用地着手

─ 平成14年10月 昭和60年3月都市計画変更

昭和59年4月 平成4年1月 昭和57年3月都市計画決定

昭和48年度 昭和63年度 昭和47年度事業化

満濃工区 綾歌工区 綾南工区工区名
項目

平成2年度 平成10年度 昭和53年度工事着手

昭和63年度 平成4年度 昭和50年度用地着手

─ 平成14年10月 昭和60年3月都市計画変更

昭和59年4月 平成4年1月 昭和57年3月都市計画決定

昭和48年度 昭和63年度 昭和47年度事業化

満濃工区 綾歌工区 綾南工区工区名
項目
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⑤ ④ ③ ② ① 

区間 まんのう町四条 

～まんのう町十郷 

丸亀市綾歌町岡田上

～まんのう町四条

丸亀市綾歌町岡田東 

～丸亀市綾歌町岡田上

綾川町小野 

～丸亀市綾歌町岡

田東 

高松市西山崎町

～綾川町小野

区間延長 2.5km 2.1km 2.5km 3.5km 11.1km 

丸亀市綾歌町岡田東 

～岡田下 

(改良工事)
現状 

完成供用済 

（4車線） 

暫定供用 

（2車線） 丸亀市綾歌町岡田下 

～岡田上 

(橋梁改良工事)

完成供用済 

（4車線） 

完成供用済 

（4車線） 

用地買収状況 取得済 取得済 取得済 取得済 取得済 

今後の見通し － － 
H19 0.8km 暫定供用予定

H21 1.7km 暫定供用予定
－ － 

起
点 

高

松
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ま
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き
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ょ
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ご
う

綾綾南南・・綾綾歌歌・・満満濃濃ババイイパパスス  LL==2211..77kkmm  

綾綾南南工工区区  LL==1111..11kkmm  綾綾歌歌工工区区  LL==66..00kkmm  

L=4.6km 
満濃工区 



３．道路の現況と課題 

3－1．道路交通の現況 

（1）自動車交通量の現況 

 1）道路交通センサスによる自動車交通量の推移 

【 バイパス未供用区間の現道では自動車交通量が交通容量を大きく上回っている】 

・バイパスが未供用である丸亀市綾歌町栗熊西（センサス区間 1049）の 2車線区間では自

動車交通量が 19,000 台に達し、交通容量を大きく上回っている。 

・一方、まんのう町羽間(センサス区間 1050)は満濃工区の整備（H17.3 供用）により、旧

道区間となったため、自動車交通量は交通容量以下まで減少している。 
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綾歌・綾南・満濃バイパスの交通量が年々増加している理由は、4車線整備による走行

性の向上により、周辺道路からの交通量が転換しているためである。 

 

  
 

 
  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2車線区間の交通量の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

S60 S63 Ｈ2 Ｈ6 Ｈ9 Ｈ11 Ｈ17 年度

交
通
量

（
台
／
日

）

1049

1050

出典：道路交通センサス 

2車線区間の交通容量 

9,000台/日 

1049 

H16.3 供用

1050 

H17.3 供用

4車線区間の交通量の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

S60 S63 Ｈ2 Ｈ6 Ｈ9 Ｈ11 Ｈ17 年度

交
通
量

（

1048 

H15.12 供用

1047 

H12.3,H12.12 供用 

台
／

日
）

1048 1047

1046

1046 

H12.3 供用 

4車線区間の交通容量 

36,000台/日 
19,000 
台/日 



2）交通調査結果による自動車交通量の推移（H17～H19） 
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【H19 ではバイパス未供用区間の現道のみ自動車交通量が交通容量を上回っている】 

・市民総合センター前交差点は、綾歌工区内の丸亀市綾歌町栗熊東～岡田東間（L＝2.5km，

H19.3 供用）の 4車線整備により、H19 時点で自動車交通量は交通容量以下となっている。 

・一方、バイパス未供用区間の現道側にあたる新岡田中央交差点（2 車線区間）では、H19

時点でも自動車交通量は交通容量を大きく上回っている。 
  

  

  
  

 

   

  

 

 
   

   
  
    
  

 
市民総合センター前 

 

 
新岡田中央交差点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 17 年度 5 月交通量調査結果 新岡田中央交差点（H17.5.17）・市民総合センター前（H17.5.3）

平成 18 年度 5月交通量調査結果 新岡田中央交差点（H18.5.24）・市民総合センター前（H18.5.4）

平成 19 年度 5月交通量調査結果 新岡田中央交差点（H19.5.16）・市民総合センター前（H19.5.4）

 

新岡田中央交差点の自動車交通量

15,500 16,300 15,900

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H17 H18 H19

（台／日）

2車線区間の
交通容量
9,000台/日

市民総合センター前交差点の自動車交通量

20,400

24,300

18,800

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H17 H18 H19

（台／日）

2車線区間の
交通容量
9,000台/日

4車線区間の
交通容量

36,000台/日
H19.3供用



3）バイパス周辺道路の交通量の変化 

バイパス整備(4 車線化)により、周辺道路の交通量はバイパスに転換している。 

4 車線化前（Ｈ11）と 4 車線化後（Ｈ17）の交通量の比較 

旧国道32号である県道高松綾南線はバイパスの整備前後で約100台/日～300台/日程

度減少している。さらに、バイパスに平行する県道綾歌・綾上・綾南線については、約

1,300 台/日～1700 台/日と減少しているが、バイパスの交通量は、約 4,000 台/日～6,500

台/日増加している。 

 6 



（2）混雑の現状 

  【バイパス未供用区間の 2車線区間のみ混雑が生じている】 

・バイパスが未供用である 2 車線区間（センサス区間 1049）のみ、混雑度が 1.0 を上回

っている。 
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渋滞状況（岡田中央交差点付近） 

    

 

 
 

 
 
 

 

 

 

出典：道路交通センサス 

4車線区間の混雑度の推移

1.51.41.3

1.1

0.7

1.2

1.2
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1.0

0.6
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1.61.5
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混雑度

1048

1047
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H12.3 供用 

1047 

H12.3,H12.12 供用 

1048 

H15.12 供用

2車線区間の混雑度の推移

1.5

0.7

1.2

1.4

1.3
1.2

1.3

0.9

1.3
1.3

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4
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1.8

H2 H6 H9 H11 H17 年度

混雑度

1049

1050

1050 

H17.3 供用

1049 

H16.3 供用



（3）旅行速度の現状 

【2車線区間のピーク時旅行速度は、4車線区間より 10km/ｈ遅い】 

・4車線区間では概ね 30km/ｈ以上で走行可能となっているが、バイパスが未供用である

2車線区間（センサス番号 1049）は 20km/ｈ前後の旅行速度となっている。 
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渋滞状況 

（綾歌町岡田東（4 車線終点）付近） 

出典：旅行速度（プローブ）調査結果 
※1050 は経年的に旅行速度調査が実施されて

いないため、対象から外している。 
 

旅行速度の推移【旅行速度データ；平日】

45.0

52.8

36.7

41.0

32.0

40.7
37.041.0

44.9

38.0

51.7

35.3

44.9

45.7

21.0

32.4

35.6

35.3

26.1

15.0

25.0

35.0

45.0

55.0

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 年度

（km/h）

1048

1047

1046

２車線

区間

４車線

区間

1049

46.1

1050 

H17.3 供用

1048 

H15.12 供用 

1049 

H16.3 供用



（4）交通事故の現状 

【バイパス未供用区間の現道における死傷事故率は 4車線区間よりかなり高い】 

・（センサス区間 1048～1050）では、バイパスの4車線化により、死傷事故率が減少して

いる。 

・バイパスが未供用である 2 車線区間（センサス番号 1049）の死傷事故率（H14～H17 の

平均）は 161.9 件／億台キロで、4 車線区間（センサス番号 1046～1048）の 1.5～1.8

倍となっている。 

・また、バイパスで発生した人・自転車対車の死傷事故（46 件）の約 7 割（26 件）が

この 2車線区間（センサス番号1049、1050）で発生している。 
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歩道がない（岡田中央交差点付近） 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

センサス区間別死傷事故率の推移（件／億台キロ）

Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

1048 96.4 115.6 86.7 86.7

1049 158.6 193.8 171.8 123.3

1050 141.6 132.1 127.4 99.1

2車線区間 ４車供用後

（人・自転車対車）事故の発生割合

2車線区間
70%

 

 

4車線区間
30% 

 
 
 

人・自転車対車の事故の7割は、

2 車線区間（センサス 1049、

1050）で発生している。 
出典：交通事故統合データベース 

まんのう町羽間 

1050 

センサス区間別死傷事故率 (H14~H17 の平均) 
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全体 46 件 

1046 
国分寺町福家 

1047 
綾川町大字萱原 

1048 
綾川町大字小野 

1049 
綾歌町栗熊西 



（5）未供用区間に対する地域住民・沿道企業の意見 

【“混雑している”、“せまい”、“大型車が多い”が未供用区間での意識】 

平成 19 年度に沿道住民及び沿道企業を対象に実施したヒアリングの結果、以下のような

意識であることが分かった。 

【沿道住民】 

・沿道住民が挙げた未供用区間の主な問題は、”混雑している”、”大型車が多く危険”、”せ

まい”と考えている。 
【沿道企業】 

・沿道企業の挙げた未整備区間の主な問題は、”混雑している”、”せまい”と考えている。

 

実 施 日；平成 19 年 5 月 27 日

実施場所；沿道商業施設 

調査方法；施設利用者への 

ヒアリング調査 

調査人数；211 人 

注）沿道住民ヒアリング調査 

12%

8%

41%

4%

30%

30%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

混雑している

せまい

大型車が多く危険

走りにくい

歩行者・自転車が危険

無回答

その他

沿道住民が挙げた未供用区間の問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 沿道企業が挙げた未供用区間の問題
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13%

63%

44%

19%

19%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

混雑している

せまい

大型車が多く危険

走りにくい

歩行者・自転車が危険

 
 
  注）沿道企業アンケート調査

実 施 日；平成 19 年 5 月 16 日

～平成 19 年 5 月 25 日

実施企業；バイパス沿道企業 

調査方法；アンケート調査 

調査企業；45 社発送 

 
 
 
 
 
 



４.事業の効果 

 

 

 

安全性の向上 

◎災害への備え ············································································· P．26 

・ 第一次輸送確保路線に指定されている。 

◎地球環境の保全 ···········································································P．27 

・ 自動車からのＣＯ2排出量を削減する。 

◎生活環境の改善・保全 ··································································P．28 

・ 自動車からのＮＯ2、ＳＰＭ排出量を削減する。 

・ 綾南・綾歌・満濃バイパスにおける交通騒音が低減する。 

環境の向上 

綾南・綾歌・満濃バイパスの整備により期待される効果 

◎安全で安心できるくらしの確保 ····················································· P．22～24 

◎円滑なモビリテイの確保·······························································P．12～16 

・ 綾南・綾歌・満濃バイパスの渋滞損失時間が減少する 

・ 路線バスの定時性の確保、所要時間の短縮、増便などの利便性の向上が期待できる。 

・ 特急停車駅ＪＲ琴平駅（ＪＲ土讃線）へのアクセスが向上する。 

・ 第 2種空港「高松空港」へのアクセスが向上する。 

◎物流効率化の支援········································································P．17～18 

・ 重要港湾「高松港」へのアクセスが向上する。 

・ 高松中央市場、東京中央市場、大阪中央市場に農産物の流通が円滑になる。 

◎国土・地域ネットワークの構築······················································P．19 

・ 日常生活圏中心都市へのアクセス向上。 

◎個性ある地域の形成·····································································P．20～21 

・ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される。 

地域活性力の向上 

・ 三次医療施設へのアクセス向上。 

◎歩行者・自転車のための生活空間の形成········································· P．25 

・ 地域生活の安全･安心の向上。 

暮らしの向上 
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4－1．活力－円滑なモビリティの確保 

事業中区間の渋滞損失時間を 127.8 千人・時間／年、約 42％削減できる。 

（現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率） 

綾南・綾歌・満濃バイパスの全線が 4車線供用した場合、走行速度が上昇し時間が短

縮され、渋滞損失時間を低減する事ができる。 

・渋滞損失時間（Ｈ17 実績値）・・・・ 311.8 千人・時間／年 

・渋滞損失時間（整備なし）・・・・ 580.8 千人・時間／年 

・渋滞損失時間（現  況）・・・・ 305.1 千人・時間／年 

・渋滞損失時間（整備あり）・・・・ 177.3 千人・時間／年 

・渋 滞 損 失 削 減 時 間・・・・  127.8 千人・時間／年（削減率 41.9％） 

 
【 渋滞損失時間 】 

 

580.8

305.1

177.3

整備なし 現況 整備あり

削減量  127 .8千人・時間/年
削減率　41.9％

約275.7千人・

時間/年削減

約403.5千人・

時間/年削減
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バイパス整備による所要時間の変化（Ｓ57～Ｈ17）：センサス区間での比較 

（まんのう町羽間から高松市国分寺町福家間（延長約 18.0ｋｍ）の所要時間の比較  
今までのバイパス整備に伴い、所要時間の短縮効果が見られた。混雑時旅行速度が20㎞/h未
満である区間はないが、今後の全線供用により、更なる時間短縮効果が期待できる。  
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満濃工区 綾歌工区 綾南工区 

区間 

丸亀市綾歌町岡田上～まんのう町十郷 綾川町小野～丸亀市綾歌町岡田上 
高松市西山崎町 

～綾川町小野

区間延長 4.6km 6.0km 11.1km 

暫定2車線供用 

H7.3   L=1.7 ㎞ 

H10.3  L=0.7 ㎞ 

H17.3  L=2.1 ㎞ 

H13.3   L=1.3 ㎞ 

H15.3  L=1.0 ㎞ 

H17.12 L=1.2 ㎞ 

S57.12 L=4.5 ㎞ 

H4.9   L=4.6 ㎞ 

H11.11  L=1.3 ㎞ 

H15.3   L=0.7 

4 車線供用 
H11.12 L=0.9 ㎞ 

H17.3  L=1.5 ㎞ 

H16.3  L=1.0 ㎞ 

H19.3  L=2.5 ㎞ 

H11.6   L=1.4 ㎞   H13.11  L=0.5 ㎞ 

H12.3   L=4.3 ㎞   H15.12  L=2.2 ㎞ 

H12.12 L=2.0 ㎞   H16.3   L=0.7 ㎞ 

① 

② 

③ 

センサス区間 1048 における

断面交通量の推移 
整備率と所要時間 

 バイパス整備の本格化

①2車線暫定供用による 
所用時間の短縮 

▲所要時間の推移 まんのう町羽間～国分寺町福家間（Ｌ＝18.0ｋｍ） 

③4 車線化整備による容量拡

大に伴い所要時間の短縮 

②整備に伴い、周辺道路から

の転換交通量が増加し所要

時間が増加 

－8 分

＋8 分

－7 分



4－1．活力－円滑なモビリティの確保 

・ 綾南・綾歌・満濃バイパス整備により、新規バス路線の開設につながった。 

・ 未供用区間の整備により国道の交通量が減少し、定時性が確保できれば、バイ

パス経由にルート変更をする可能性もある。 

（現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する） 

綾南・綾歌・満濃バイパスの整備により、H18.4 より新たに琴電岡田駅～JR 宇多津駅

間にコミュニテイバス路線が開設された。このバスの起点である琴電岡田駅付近は、バ

イパスの未供用区間であるため、全線 4車線化により、定時性が確保され、増便などの

サービス向上が見込まれる。 

バス会社へのヒアリング結果より 

・ バイパス整備により新路線（コミュニテイバス）の開設につながった。 

・ 運行便数往復 7便、日平均乗車人数４０人程度。 

・ 今後、バイパスの未供用区間供用により、定時性が確保されれば、バイパス経由にルー

ト変更する可能性もある。 

・ また、増便などの利用者の利便性向上を考えている。 

 

バスの路線図 

JR 宇多津駅

JR 丸亀駅

コミュニティバス 

琴電 岡田駅 当該路線利用区間 

琴電栗熊駅

未供用区間の 

4 車線化による

所要時間の短縮 
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4－1．活力－円滑なモビリティの確保 

綾川町から特急停車駅（ＪＲ土讃線琴平駅）へのアクセス性向上が見込まれる。 

【綾川町～JR 琴平駅（土讃線）：16 分→15 分（1 分短縮）】 

（新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる） 

琴平町にある JR 琴平駅は、年間乗降客数が 100 万人を超えている。 

JR 鉄道駅のない綾川町から、JR 土讃線特急で高知方面に向かうためには、一般国道

32 号綾南・綾歌・満濃バイパスを利用して JR 琴平駅に向かう必要がある。 

このため、バイパスの未供用区間の 4車線化は、交通混雑や旅行速度の低下を改善し、

特急停車駅へのアクセス向上を支援する。 

 

 

 

 

綾川町～琴平駅への 
アクセス性向上 

 

 

 

 15 

 JR 琴平駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：香川統計年鑑（Ｈ１５年度版） 

乗降客数（人／年）
高松 9,926,832
坂出 4,546,276

宇多津 1,561,677
丸亀 3,675,441

多度津 1,496,569
善通寺 1,400,886
琴平 1,042,753

その他 2,560,523

【特急停車駅乗降客数】 



4－1．活力－円滑なモビリティの確保 

琴平町、まんのう町から高松空港(第二種空港)へのアクセス性向上により 

にんにくなど地場農産品の市場拡大に流通面で貢献している。 

【琴平町、まんのう町～高松空港：53 分→52 分（1 分短縮）】 

（第一種空港，第二種空港，第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる） 

第 2 種空港である高松空港で特筆すべき点として、貨物輸送量四国一が挙げられる。 

バイパスの整備により、東京中央市場のニーズに迅速に対応可能となり、にんにくな

ど地場の農産物の市場拡大が期待できる。 

JA 琴平でのヒアリングより 

・ 香川県のにんにくの収穫量は、全国第 2 位、特に琴平・まんのう地域は、大きなシ

ェアを持っている。 

・ 健康ブームもあり、東京中央市場、大阪中央市場からの注文もあり、特に東京中央

市場への出荷量が多い。 

・ 琴平、まんのう地区から高松空港へのアクセスが良くなったため、東京中央市場か

らのニーズに的確に対応できるようになった。 

 

 
東京中央市場における香川県産にんにく取扱量

167,367

173,785

100,000

125,000

150,000

175,000

200,000

17年 18年

(㎏)

4％増加 

アクセス向上 

JA 琴平支店 

高松空港 

高松空港  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

その他

青森

和歌山

香川

東京中央市場におい

て青森に次ぐ出荷量 

出典：東京中央卸売市場における「にんにく」の年別、月別出荷割合 
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4－2．活力－物流効率化の支援 

琴平町・まんのう町から重要港湾高松港へのアクセス性向上が見込まれる。 

【琴平町、まんのう町～高松港：48 分→47 分(1 分短縮)】 

（重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる） 

重要港湾である高松港は、瀬戸内海に浮かぶ島々をはじめ、本州、九州を結ぶさまざ

まな航路を有し、入港船舶隻数では日本一を誇っている。さらに、貨物取扱量について

も全国第 7位であることから、四国の海の玄関と言っても過言ではない。 

バイパスは、琴平、まんのう町方面から高松港に人や農産物などを運ぶ主たる路線で

あり、バイパスの整備によりアクセス機能の向上が見込まれる。 
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アクセス性向上 

高松港 

出典：国土交通省 

      港湾統計年報（平成 16 年）

港湾名 隻数

1 高松 53,300

2 鹿児島 48,840

3 宇野 48,150

4 広島 33,562

5 竹原 20,924

6 呉 18,575

7 今治 16,142

8 明石 15,918

9 松山 14,877

10 尾道糸崎 14,443

順
　
位

入港船舶隻数

（内航自動車航送船）

入港船舶隻数 日本一 

出典：国土交通省 

      港湾統計年報（平成 16 年）

貨物取扱量 7 位 

港湾名 移出

1 苫小牧 39,640,563

2 千葉 37,966,832

3 喜入 32,824,682

4 名古屋 32,792,598

5 北九州 28,825,783

6 水島 27,963,779

8 宇野 25,352,885

9 大阪 24,573,498

10 川崎 23,411,182

順
　
位

貨物取扱量（移出）(t)

7 高松 25,652,939

琴平・まんのう町 



4－2 活力－物流効率化の支援 

にんにく（全国生産量第 2 位）をはじめ、地場の農産品（なばな：全国生産量第３位、

レタス：全国生産量第 5 位）の高松中央市場、大阪中央市場、東京中央市場の 

各市場への流通を支援している。 

（農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる） 

琴平町、まんのう町は恵まれた地形、温暖な気候により、にんにく、レタス、菜花を

中心とした農業が盛んな地区である。特に、にんにくは生産量全国第 2位、なばなは全

国 3位、レタスは全国 5位と高い市場占有率を誇る。 

これらの地場生産物の流通経路は、高松中央市場、大阪中央市場（高松自動車道）、

東京中央市場（高松空港）と拡大しており、その経路の始まりは綾南・綾歌・満濃バイ

パスが担っている。バイパス整備により、地域の物流拠点施設への搬出入経路や市場へ

のアクセス道路として地域の地場生産物の流通の利便性向上が見込まれる。 
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高松市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪中央 
市場へ 

高松空港 

高松中央市場 

全国生産量第 2位 にんにく

琴平町 
まんのう町 東京中央 

市場へ 

高高松松自自動動車車道道  

全国生産量第 3 位 なばな 

香川県におけるなばな出荷割合 

綾歌町
5.5%

満濃町
4.3%

その他香川
45.5%

琴平町
5.5%

三木
6.3%

牟礼町
10.6%

高松市
22.3%

香川県全体

の 15％ 

全国生産量第 5 位レタス 

 出典：野菜生産出荷統計（農林水産省）



4－3．活力－国土・地域ネットワークの構築 

・ バイパス整備により自動車利用での安全性や快適性が向上している。 

・ 沿道住民の多くは残るバイパス未供用区間の早期整備を期待している。 

・ また、バイパス全線整備により利用機会は増大することが期待される。 

【 琴平町・まんのう町～高松市：48 分→47 分（１分短縮）】 

（日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる） 

沿道住民へのヒアリング調査結果 

・ バイパス整備による効果 

安全性向上：77％、快適性向上：88％、移動時間短縮：83％ 

・ 未供用区間の早期整備要請 ：88％ 
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・ 開通により利用機会が増える：73％ 
⇒ 沿道住民の期待は大きい 

 
移動時間が短くなったと

思いますか。 
快適に走行できるように

なったと思いますか。 
安心して運転できるように

なったと思いますか。 
 

 

 

 

無回答
3%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全通したら、利用機会が増える

と思いますか。 

211)

そう思わない
4%

あまり

そう思わない
9%

やや

そう思う
27%

そう思う
56%

無回答
4%

83％

バイパスの未供用区間が早期

に開通すべきと思いますか。 

)

そう思わない
3%

あまり

そう思わない
7%

やや

そう思う

24%
そう思う

64%

無回答
2%

あまり

そう思わない
14%

そう思わない
6%

そう思う
52%

やや

そう思う
25%

77％ 88％ (N=211)

実 施 日；平成 19 年 5 月 27 日

実施場所；沿道商業施設 

調査方法；施設利用者への 

ヒアリング調査 

調査人数；211 人 

注）沿道住民ヒアリング調査

73％ 

そう思う
55%

やや

そう思う
18%

あまり

そう思わない
16%

そう思わない
7%

無回答
4%

)

無回答
2%

そう思う
79%

やや

そう思う

9%

あまり

そう思わない
8%

そう思わない
2%

88％ 

 



4－4．活力－個性ある地域の形成 

･ バイパス整備により沿道企業の商圏が拡大した。 

･ バイパス整備により大量輸送が可能となり、取り扱い品目が拡大した。 

･ バイパス整備は沿道企業の営業・運送活動を支援している。 

沿道企業へのアンケート結果 

●沿道企業の業務上のバイパス利用について 

・業務で利用する（86％） 

・業務の拡大について：バイパス整備で業務が拡大した（58％） 

●綾川町（旧綾南町）の製造品出荷額、商品販売額がバイパス整備に伴い増加している。 

・旧綾南町の商品販売額が 13％増加している。  （Ｈ16/Ｈ14） 

・旧綾南町の製造品出荷額が 2.4％増加している。（Ｈ16/Ｈ14） 

業務でバイパスを利用しますか バイパス整備により業務が拡大しましたか

そう思わない
5%

あまり

そう思わない
37%

やや

そう思う
37%

そう思う
21%

58％

ほとんど

利用しない
14%

たまに

利用する
14%

常時利用する
72%

86％

綾南工区沿道地区（旧綾南町）　商品販売額、製造品出荷額

2,7522,687

3,669
3,245

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ｈ14 Ｈ16

（千円）

商品販売額

製造品出荷額

商品販売額

実 施 日；平成 19 年 5 月 16 日 

～平成 19 年 5 月 25 日

実施企業；バイパス沿道企業 

調査方法；アンケート調査 

調査企業；45 社発送 

    22 社回答 

注）沿道企業アンケート調査 

13%増加

製造品出荷額

2.4%増加

出典：商業統計、工業統計 
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4－4．活力－個性ある地域の形成 

金刀比羅宮、国営讃岐まんのう公園、ニューレオマワールドなどの観光施設へ 

アクセス強化が見込まれる。 

（主要な観光地へのアクセス向上が期待される） 

琴平、まんのう、綾歌、綾川地区は、全国的に有名な金刀比羅宮をはじめ、国営讃岐まん

のう公園、ニューレオマワールドなど子供から大人まで楽しめる観光スポットが集中してい

る。バイパス整備は、これらの観光スポットを周遊する観光交通に対して、アクセス性、利

便性を向上させる。 

・金刀比羅宮、国営讃岐まんのう公園、ニューレオマワールドで香川全体の観光地入

り込み者数の約 60％（約 418 万人）の集客力がある。 
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金刀比羅宮 

高松方面 アクセス向上 

ニュー 
レオマ 
ワールド 

国営讃岐まんのう公園 

平成18年度香川県内観光地入込状況

国営讃岐まんのう
公園（6％）

琴平の
入込み客

（43%）

ニュー
レオマワールド

（12%）

ゴールドタワー
6%

さぬきこどもの国
9%

栗林公園
9%

小豆島関連
7%

その他
8%

61%

ニューレオマワールド 

出展：平成１８年度上半期  
四国の主要観光地入込状況について 

四国運輸局企画観光部観光地域振興課 

金刀比羅宮 

国営讃岐まんのう公園 

平成１８年度　観光地入込状況 （人）

金刀比羅宮 国営讃岐まんのう公園 ニューレオマワールド 合計

2,975,000 392,059 808,880 4,175,939

出典：四国運輸局企画観光部



4－5.暮らし－安全で安心できるくらしの確保 

観光客のバイパス未供用区間に対して早期開通への期待は大きい。 

観光客へのヒアリング結果より 

・ 香川県発の観光客の 46％は、高松市内からの来訪者である。また、観光客 79％がバ

イパスを利用したと回答しており、観光地へのアクセスルートとして定着している。 
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・ 「未供用区間の早期開通を要望（79％）」 

・ 「開通により利用機会が増える（75％）」 
⇒ 観光客の期待は大きい 

高松市
46%

丸亀市
13%

坂出市
8%

その他
8%

まんのう町
6%

綾川町
5%

三豊市
5%

琴平町
4%

観音寺市
2%多度津町

3%

出発地香川県内の内訳 

四国（香川県以外）

17%

中国

12%

近畿

12%

その他

21%

香川県内

38%

出発地の 38％は、香川県内

国道 32 号綾南・綾歌・満濃バイパス
を利用してきましたか。 

79％

いいえ

（未利用）
21%

無回答
0.3%

はい

（利用した）
79%

無回答
9%

そう思う
66%

やや

そう思う
13%

あまりそう

思わない
11%

そう思わない
1%

79％

バイパスの未供用区間は早期に開通
すべきだと思いますか。 

無回答
8%

そう思わない
4%

あまりそう

思わない
13%

やや

そう思う
16%

そう思う
59%

75％

全通したら利用機会が増えると思い
ますか。 

実 施 日；平成 19 年 4 月 29 日 

実施場所；道の駅滝宮、レオマワールド、国営讃岐まんのう公園、

金刀比羅宮 

調査方法；観光客へのヒアリング 

注）観光客へのヒアリング調査 



 
琴平町、まんのう町から三次医療施設（香川県立中央病院、香川大学医学部

附属病院）へのアクセス向上が見込まれる。 

・琴平町・まんのう町～香川県立中央病院：48 分→47 分(1 分短縮) 

・琴平町・まんのう町～香川大学医学部附属病院：73 分→72 分(1 分短縮) 

（三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる） 

三次医療施設は、心筋梗塞、脳卒中等の一刻を争う重篤救急患者の救命医療を実施し

ている施設であり、香川県内では香川県立中央病院と香川大学医学部附属病院が指定さ

れている。 

その緊急性から、各地区の消防署と連携した救急患者搬送体制およびアクセス性の向

上が不可欠である。 

バイパス整備により、琴平町、まんのう町で発生した救急患者の三次医療施設への搬

送時間が短縮し、アクセス向上が見込まれる。 
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アクセス性向上 

香川県立中央病院 

香川大学医学部附属病院 

琴平・まんのう町 



 

一般国道 32 号綾南・綾歌・満濃バイパスの整備により二次医療施設である 
滝宮総合病院へのアクセス性が向上し、搬送が増加してきている。 

（消防署へのヒアリング結果） 

現場（火災現場、救急現場）到着、及び病院（二次医療施設）への所要時間の短縮効果 

A【綾川方面→高松方面】約 5 分～10 分短縮 A（高松西消防署 綾川分署） 

・一般民家の火災では、約 8 分で全焼し、隣家に延焼する危険がある。消火活動に
おける約 5分の火災現場到着時間短縮は、大きな意味がある。 

A【琴平、まんのう方面→高松方面】約 10 分～15 分短縮 A（仲多度南部消防本部） 

・特に、琴平地区では、5 年ほど前までは、善通寺・丸亀・坂出方面への搬送が通
常であったが、バイパスの整備により高松方面への所要時間が短縮されたため、
綾川町の滝宮総合病院（二次医療施設）への搬送が多くなった（15％増）。 

・今後、綾南・綾歌・満濃バイパスの整備により、さらに高度な医療施設（三次医療
施設）のある高松方面への搬送回数が増加すると予想される。 
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▲ 救急患者搬送先の変化 

綾
南
綾
歌
満
濃
バ
イ
パ
ス
の
整
備

琴平、まんのう地区からの救急患者搬送先の変化 
仲多度南部消防本部ヒアリング結果より 

実施日：平成19年5月16日～5月18日 
実施施設：高松西消防署,、綾川東分署 
     高松南消防署、仲多度南部消防本部 
実施方法：担当者へのヒアリング 
実施施設数：4消防署 

注)消防署へのヒアリング調査

善通寺
丸亀
坂出
95％

滝宮総合病院
　　　5％未満

琴平
まんのう地区

5 年前（H14）

善通寺
丸亀
坂出
80％

現在（H18）

高松方面への
搬送が出てきた

琴平
まんのう地区

滝宮総合病院
　約20％に増加

今 後 

善通寺
丸亀
坂出 高松方面への

搬送が増える

琴平
まんのう地区

滝宮総合病院
搬送さらに増える



4－6.暮らし－歩行者・自転車のための生活空間の形成 

・ バイパス整備により旧道のクルマが減少したことで地域住民の暮らしに対する安

全・安心感が向上している。 

・ また、バイパス整備により鉄道駅へのアクセス面でも安全性が向上している。 

・ このことから、バイパス未整備区間の整備は整備地域周辺での安全・安心感を向上

させることが期待できる。 

沿道住民へのヒアリング、鉄道利用者へのヒアリング結果 
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・日常生活の安全・安心が向上；62％ 

・その理由は”旧道のクルマが減った”と

”自転車・歩行者が安全となった”が大

半を占めている。 

 

・鉄道駅へのアクセス手段；自転車・徒歩が58％

・アクセス面での安全性が向上；84％ 

 
沿道住民へのヒアリング調査 

 
 増したと思う理由は何ですか。 バイパス整備により、日常生活の安全・

安心は増したと思いますか。  
 

(N=132)

8%

8%

48%

46%

2%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

旧道のクルマが減った

自転車・歩行者が安全になった

騒音や振動が少なくなった

通学路が安全になった

その他

無回答

 

62％(N=211)

無回答
5%

そう思う
34%

やや

そう思う
28%

あまり

そう思わない
24%

そう思わない
9% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄道利用者へのヒアリング調査 

鉄道利用者へのヒアリング調査結果 沿道住民へのヒアリング調査結果 

鉄道駅までの交通手段は何ですか。 駅までのアクセスに関して安心して利用

できるようになったと思いますか。 

(N=134)

1%

6%

14%

22%

23%

35%

0% 10% 20% 30% 40%

自転車

徒歩

自動車（送迎）

自動車

バス

その他
84％

(N=51)

そう思う
47%

やや

そう思う
37%

あまり

そう思わない
12%

そう思わない
4%



  

4－7.安全－災害への備え 

一般国道３２号綾南・綾歌・満濃バイパスは、第１次輸送確保路線に指定されている。

一般国道３２号綾南・綾歌・満濃バイパスは、災害時に琴平町、まんのう町と災害拠

点病院とを結ぶ路線として位置付けられ、救援救助や医療活動等の大動脈としての役

割を担っている。 

 

第１次輸送確保路線

第２次輸送確保路線

第３次輸送確保路線

凡　　例

道路
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琴平町、まんのう町

【綾南・綾歌・満濃バイパス圏内の輸送確保路線】資料：香川県地域防災計画 

病院 災害拠点病院 ●

高松日本赤十字病院 

災害拠点病院 

県立中央病院 

災害拠点病院 

第一次輸送確保路線 （広域的な輸送に必要な主要幹線道路） 
第二次輸送確保路線 （市町役場等の主要な防災拠点と接続する幹線道路） 
第三次輸送確保路線 （第一次・第二次輸送確保路線を補完する道路） 

＜輸送確保路線の区分＞ 



4－8.環境－地球環境の保全 

Co2排出量を約 4,300ｔ／年(0.4％)削減できる。 

■ 対象道路の整備により削減される自動車のCo2排出量 

バイパスの全線 4車線供用により、バイパスの旅行速度向上が見込めることから、CO2

排出量の削減が期待できる。 

 

 
ＣＯ2（区間a）【 ＣＯ２ 】 
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1193.3

1197.6

現況 整備あり

削減量  4.3千t･ＣＯ２／年

削減率　0.4％

 

【綾南・綾歌・満濃バイパス整備によるＣＯ2排出削減量（平成 42 年推計値）】 

 

～参考資料～ 
・森林 1haがCO2を 1 年間に吸収する量・・・・・・・・・・・・10.6ｔ/年 

・一般国道 32 号綾南・綾歌・満濃バイパスによるCO2削減量・・・4,300t/年 

 
             森林 71ha の年間吸収量に相当 

             ※満濃池（約 140ha）の広さの約 2.9 倍の面積の森林

が吸収するCO2量に相当する。 



4－9.環境－生活環境の改善・保全 

NO2排出量を約 40％、SPM排出量を約 39％を削減できる。 

■ 現道等における自動車からのNO2排出削減率 

■ 現道等における自動車からの SPM 排出削減率 

バイパスの全線 4車線供用により、バイパスの旅行速度が上がる見込みであることから、

その影響を受ける範囲におけるNO2およびSPM排出量の削減が期待できる。 

 
ＮＯ2（区間ｂ）【 ＮＯ２ 】

 

 75.4

45.5

現況 整備あり

削減量　29.9t／年

削減率　40％ 

 

 

 

 

 
ＳＰＭ（区間ｂ）【 ＳＰＭ 】 
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4.4

7.2

現況 整備あり

削減量　2.8t／年

削減率　39％

 

 

 

 

 

 

 

 

28,000 本 
浮遊粒子状物質(SPM)の排

出削減効果（約 2.8ｔ／年）

は、500ml のペットボトル約

28,000 本分に相当する。 

【綾南・綾歌・満濃バイパス整備によるＮＯ ＳＰＭ排出削減量（平成 42 年推計値）】 ２、



５．費用便益分析 

 ≪全事業≫ 
 様式-2

費用及び便益額算定 ≪全事業≫

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

一般国道32号 綾南・綾歌・満濃バイパス L= 21.7 km 二次改築 BP

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

14,900～40,200 4 四国地方整備局

①費用

改築費 維持管理費 合計

基準年 平成19年

単純合計 636 億円 281 億円 917 億円 

基準年における
現在価値（Ｃ）

803 億円 157 億円 960 億円 

②便益額

走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 合計

基準年 平成19年

供用年 平成12年、平成16年、平成17年、平成19年、平成20年、平成22年、平成42年

初年便益 94 億円 2 億円 1 億円 97 億円 

基準年における
現在価値（Ｂ）

2,211 億円 59 億円 19 億円 2,289 億円 

③費用便益比

Ｂ/Ｃ 2.3 0.1 0.0 2.4

注)費用及び便益額は整数止めとする。

④経済的純現在価値

純便益（B） 総費用（C） ENPV（B-C)

2,289 億円 960 億円 1,329 億円 

⑤経済的内部収益率

EIRR（B≒Cとなる割引率）

9.4%
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≪残事業≫ 
 

様式-2

費用及び便益額算定 ≪残事業≫

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

一般国道32号 綾南・綾歌・満濃バイパス L= 4.9 km 二次改築 BP

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

14,900～40,200 4 四国地方整備局

①費用

改築費 維持管理費 合計

基準年 平成19年

単純合計 53 億円 67 億円 120 億円 

基準年における
現在価値（Ｃ）

34 億円 20 億円 54 億円 

②便益額

走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 合計

基準年 平成19年

供用年 平成20年，平成22年，平成42年

初年便益 15 億円 0 億円 0 億円 15 億円 

基準年における
現在価値（Ｂ）

229 億円 4 億円 1 億円 234 億円 

③費用便益比

Ｂ/Ｃ 4.2 0.1 0.0 4.3

注)費用及び便益額は整数止とする。

④経済的純現在価値

純便益（B） 総費用（C） ENPV（B-C)

234 億円 54 億円 180 億円 

⑤経済的内部収益率

EIRR（B≒Cとなる割引率）

140.0%
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６．コスト縮減と代替案等 

（プレキャスト・アーチカルバート工法）テクスパン工法の採用 

橋梁に比べ工事費 30％縮減、工期２５０日から９１日に短縮（１５９日短縮） 

経済性：大断面、高土被りの条件で薄い部材で対応が可能で経済的である。 
工 程：プレキャスト製品の組立であり、簡易で迅速な施工が可能である。 
品 質：工場製作であり品質は一定である。 
安全性：高所作業自体が少なく工期短縮により安全性は向上する。 
施工性：プレキャスト製品の組立であり施工性は良い。 
環 境：プレキャスト製品の組立作業が主であり、建設廃材の発生が少ない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工事名：平成１８年度俊正改良工事
特　徴：橋梁（プレテンションPC中空床版橋）
　　　　と比較して工事費で約７割、工期で約
　　　　８割の縮減

施工場所

岡田東 

安造田 

室塚 

満濃工区 
暫定供用区間 

綾歌工区 
未供用区間 
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７．地方公共団体等の意見 

地方公共団体等からの意見

本業務の推進にあたっては、周辺の自治体等から整備促進の陳情や積極的な事業促進要望が出されている

＜期成同盟会等＞

名　称 構成市町村

国道高松琴平豊浜間 高松市、観音寺市、豊浜町、大野原町、高瀬町、山本町、財田町、仲南町、琴平町

整備促進期成同盟会 、満濃町、綾歌町、綾上町、綾南町、国分寺町　（昭和４７年当時）

年　月　日 内　容

平成１２年　８月２９日 当該地域における社会、経済発展のための広域幹線道路であり、また住民の日常

平成１３年　８月２８日 生活に密着した道路である国道３２号の早期整備を強く要望することを決議

平成１４年　８月３０日

平成１５年　８月２７日

平成１６年１２月２４日

平成１７年　８月２３日

平成１８年　８月２５日

＜綾歌町＞

年　月　日 内　容

平成１２年　８月２２日 一般国道３２号綾南・綾歌・満濃バイパスの整備促進について

平成１３年　８月３０日

平成１４年　７月２２日

平成１６年　７月　７日

＜丸亀市＞

年　月　日 内　容

平成１８年　２月１４日 一般国道３２号綾南・綾歌・満濃バイパスの整備促進について

平成１８年　９月２１日
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８.新聞記事 

  綾歌工区（小野～栗熊東間）4 車線整備関連記事（Ｈ16） 

 
 
 

H16 年 3 月 19 日 四国新聞
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満濃工区供用関連記事（Ｈ17） 

 

 

 

H17 年 3 月 13 日 四国新聞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H17 年 3 月 27 日 四国新聞
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綾歌工区（栗熊東～岡田東間）4車線整備関連記事（Ｈ19：その 1） 

 H19 年 3 月 28 日 読売新聞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H19 年 3 月 30 日 建通新聞 
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綾歌工区（栗熊東～岡田東間）4車線整備関連記事（Ｈ19：その 2） 

 
 

H19 年 4 月 3 日 建通新聞  
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